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人文地理第43巻第４号（1991）

都市における生活行動研究の視点

川口太郎。神谷浩夫
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議論されてこなかった。筆者らの基本的問題関

心は，自然環境や社会資本・施設さらには制度

や,慣習までも含めた生活環境の理解と改善をめ

ざすことにあるが，その足がかりを得るために

は，素朴な表現でいえば「人はどのように生活

をしているのだろうか」という疑問にまず答え

ていくことが必要であると考える。本稿は，如

上の疑問に対し，その問題設定のための指針と

課題の設定を試みようとするものである。

昨今，労働や余暇に対する考え方や男女の役

割分担の意識など，日常生活の根底を支えてい

るような意識の変革が少しずつ始まってきてい

ることが，多くの先覚的論者によって指摘きれ

ている。しかし，これらの価値観の変化を現実

世界における日常生活の実践の中で跡づけるこ

とは容易ではなく，感覚的には理解されていて

も，それを実証的に示すためには膨大な努力が

必要とされる。筆者らは，昨今のさまざまな論

調や身近な感覚からも，まず，時間が我々の日

常生活を規定するうえで大きな要因となってお

り，生活の変革や諸矛盾が時間の配分の中に集

Ｉはじめに

現代社会における情報伝達手段や移動手段の

発達は，今日我々のモビリティやアクセシビリ

テイを飛躍的に向上きせ，行動空間の著しい拡

大をもたらした。しかし一方で，都市化や産業

化にともなう空間の分化と相互依存の増大は，

より正確な時間スケジューリングを要求し，時

間配分のプレキシビイリテイを奪うようになっ

た。タイムテーブルにしたがって，時間を分節

化しスケジュールをこなすといった現代社会の

生活様式は，そこに居住する人々に大きな時間

圧力を加えている。人々は有限な資源としての

毎日の生活時間を有効に使うことに努力を払う

一方で，ゆとりある生活を求める声は自由時間

の増大を希求する声となり，その充実は社会全

体の課題となっている。

ところで都市地理学研究は，これまで機能や

施設などの立地についてはかなりの成果をあげ

てきたが，そこに居住する人々の生活自体も大

きく変貌を遂げつつある点については，さほど

－４４－ 



都市における生活行動研究の視点（川口・神谷） 349 

約きれていることに注目する。また，生活の諸

相はそれが独立に存在しているのではなく，活

動間のつながりや他者との連携において社会的

な文脈のなかで顕在化していることに注目する。

そして，以上のような視点を取り込んだ生活行

動分析の枠組みとして時間地理学的アプローチ

に注目する。

筆者らは，さきに時間地理学的アプローチの
１） 

特徴'二ついて若干言及したが，本稿では，生|舌

行動分析の中に時間を組み込んださまざまな研

究を概観することにより，時間地理学的アプロ

ーチの特徴についてさらに考察を深めていくと

ともに，それが現代社会における生活を理解す

る際にどのような有効性を発揮できるのかにつ

いて手がかりを得たいと考える。

ところで具体的に研究を概観する前に，まず，

筆者らの生活の定義や展望の視点を明らかにし

ておく必要があるだろう。我々の日常生活は，

睡眠，食事，家事，余暇・休養，就業・就学な

どさまざまな活動によって成り立っている。こ

れらの活動は，１日が24時間であるという制約

と交通や施設の分布などの都市構造による制約

に規定され，時間と空間のなかで配分されてい

る。ここではこのような配分様式を活動パター

ンと称することにする。

活動パターンのうち，時間配分に注目したも

のを生活時間研究，空間選択に注目したものを

空間行動研究，移動に注目したものを交通行動

研究として対応づけることは可能であろう。当

然のことながらこの３者を包括的に把握する必

要があることはいうまでもないが，とりあえず

第Ⅱ章では生活時間研究について検討する。ま

た，これまで地理学が主として対象としてきた

のは空間行動研究であるが，従来の研究では特

定の活動とそれにともなう移動のみが断片的に

とりあげられることが多く，また，時間次元を

無視することはなくても意識的に排除すること

によって空間的な分析を容易にする傾向がある

ことは否定できない。そこで，時間次元を明示

的に導入して時空間配分をとりあげた研究を改

めて活動パターン研究と称して第Ⅲ章で論じ，

その中で交通行動分析との関連にもふれる。

第Ⅳ章では，地理学から出発した枠組みとし

て周辺の諸分野に影響を与えた時間地理学の展

開をふりかえる。そして第Ｖ章では，時間地理

学の枠組みがそれまで述べてきた諸研究の議論

の視点を包摂しうるものであることを示し，さ

らに，社会の今日的状況に照らし合わせたとき

に時間地理学のアプローチが示唆する生活行動

分析の視点について，筆者らの考えを提示する

ものとする。

２） 

Ⅲ生活日寺間研究

（１）時間収支研究生活時間に対する関心は

比較的古くからあり，１９世紀においてすでに，

都市労働者の生活実態をとらえるための具体的

な手段として時間配分に関する調査が行なわれ
３） 

ていた。本格的な生活時間分析'よ，２０世紀にな

って合衆国の郊外中産階級のライフスタイル研

究に取り入れられたのを端緒とし，1930年代に

は大規模な調査が行なわれるようになった。ま

た，マスメディアの発達とともに番組編成の資

l）神谷浩夫・岡本耕平・荒井良雄・川口太郎「長野県下諏訪町における既婚女,性の就業に関する時間地理学的分析｣，地

理学評論63,1990,766-783頁。

2）生活時間研究の展開に関しては，以下の文献によってその概略を知ることができる。Carlstein,TandThrift,Ｎ，

‘Afterword：towardsatime-spacestructuredapproachtosocietyandenvironment，（CarlsteinetaLeds.，ＴＹ"i,２９ 

⑫ａｃｅｑ"ｄＳＰＱｃ鉱ｇＴｉれど,vol2,Arnold,1978),pp225-263､Parkes,DandThrift,Ｎ，TYmes,ＳＰａｃ“α"dPZZzces：

ａｃＡｍ刀q摩qg7とＷｈｉｃＰＢ〃ecZiues,JohnWiley，1980,ppl41-204経済企画庁国民生活局編「生活時間の構造分析一時
間の使われ方と生活の質｣，大蔵省印刷局，1975,1-22頁。野間晴雄「農民社会における時間配分研究（time

allocation）のコンテクストー第三世界を中心に－｣，人文地理40,1988,144-163頁。

3）エンゲルスによる「イギリスにおける労働者階級の状態」（1845年）は，都市労働者の生計調査を行ない貧困研究の先

駆となった著作であるが，そのなかに生活時間の配分に関する分析が見られる。

-４５－ 
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科としても広く役立てられるようになり，イギ

リスのＢＢＣでは1939年から生活時間調査が実

施きれている。わが国でもＮＨＫが1960年から

５年毎に調査を実施しており，「ＮＨＫ国民生

活時間調査ｊとして知られている。

第２次世界大戦後になると，労働時間の短縮

や大衆余暇時代の到来が予言されて余暇・自由

時間への関心が増すとともに，工業化や都市化

と結びついたライフスタイルの変化を生活時間

の配分の中に見いだすことができることなどか

ら，生活時間に対する関心は一層強まっていつ
い

た。一方社会主義諸国でも，労働時間の管理力§

計画経済の策定には不可欠であることから，労

働時間の配分に力点を置いた調査が1920年代よ

り行なわれており，時間収支が社会調査に占め

る重要性はむしろ資本主義諸国よりも大きかっ

た。

1960年代になって，ハンガリーのザライ

(Szalai）を中心とする国際比較研究を契機とし

て，東側の労働時間への関心と西側のライフス

タイルや余暇，マスメディアなどに対する関心

は結びつけられ，時間収支研究は社会科学の中
５） 

で広く認識されるようになった。ザライら'よ，

1964-66年にかけて「theMulti-NationalCom

parativeTime-BudgetResearchProject」を組

織して，東西12カ国，約３万人のインタビュー
６） 

調査1t行なった。

ザライらの研究は，理論的な枠組みが未発達

であったため，得られたデータから活動群ごと

の平均もしくは総消費時間を求め，それらを直

接比較する以上の分析には至らなかった。けれ

ども，調査手法やデータの分類・コード化など，

その後の調査の指針となるような重要な貢献を

した。また，資源としての時間の希少`性を広く

認識させるとともに，時間配分の構造は個人の

価値観を反映したものとして，ＧＮＰなどの経

済指標では十分に表現しきれない生活の質を反

映した社会指標の開発に，生活時間の配分が取
７） 

り入れられる－つの契機とﾇﾛﾐった。

わが国における生活時間分析のひとつの潮流

は，社会学を中心とした生活構造論の中にみら

れる。そこでいう生活構造とは，生活主体によ

る社会構造への主体的な関与の総体のことであ

り，個人の行動と社会の構造や価値体系を媒介
８） 

・接合するものとして理解される。すなわち，

人が社会の中で生きていくことは，時間や空間

・財・サービスなどの社会から提供きれる資源

を自らの生活目標や価値意識に基づいて整序し

ていくことであるから，そのような整序化の過

程として理念きれる生活構造は，個人の主体的

な判断の結果であると同時に，社会の生産様式

や文化的規範の反映でもあるというのである。

そのなかで生活時間は，生活空間や財・サービ

スの消費水準である生活水準，資源としての他

者あるいは社会集団とのつながりである生活関

係などとならんで，生活を組み立てる諸要素の

ひとつとして把握されている。

生活構造論の一つの系譜には，マルクス主義

4）例えばマイヤー（Meier）は，都市化の程度は都市住民のライフスタイルの変化に求めるべきであり，ライフスタイル
の変化は生活時間配分の差異となって現われるという考えに基づき，自由時間における公的活動への時間配分の多様性を
計測し，都市化の指標化を試みた。Meier,Ｒ､し,ＡＣb"…刀iaz2io刀Theo':ｙｑ/､Ｕγ6α刀Ｇｍｚｕｔｈ,ＭＩＴＰｒ.,1962.

5）ハンガリーでは1963年より時間収支のデータが国勢調査の一部として収集され，北欧諸国でも政府統計のなかで生活時
間調査が行なわれているｂわが国でも1976年より５年毎に実施される『社会生活基本調査」（総務庁統計局）のなかで時
間収支データが収集されている。

6）Szalai，Ａｅｄ，ＴｈｅＵＳｅｑ/・ＴＹｍｅ：ｄａｉ４ｙａａｉｚ'江ｉｅｓｑ／狸７６α〃α加aszJ6”6α〃ぬ。P秘ZZz2io〃ｉ〃２meZueco泌刀t元es，
Mouton,1972.なお，わが国はこの国際比較研究に参加しなかったが，経済企画庁国民生活局編（前掲２））では，それ
との比較を行なうため，同様な調査方法で松山市（1972年)，柏市（1973年)，神戸市（1974年）において一連の生活時間
調査を行なっている。

7）国連社会開発研究所による生活水準指標の開発や，わが国のＮＮＷ(NetNationalWelfare）指標の開発などがあげら
れ，ＮＮＷは経済企画庁の国民生活指標（NewSociallndicators）に引き継がれている。

8）森岡清志「生活構造と生活様式」（鈴木広・倉沢進編『都市社会学』，アカデミア出版会，1984)，211-237頁。

－４６－ 
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に立脚する貧困研究があり，１日の労働や余暇

・自由時間の構成から生活時間の配分を測定す

ることにより，資本主義生産様式における社会
９） 

構造の階級的・階層的局面を論じた。一方，シ

カゴ学派都市社会学の系譜をひく分野でも，都

市性（アーバニズム）を把握する手がかりとし

て，地域社会が与える生活の準拠枠である生活

様式とならんで，個人の主観的意識によって選

択された生活構造に注目する一連の研究がみら
lの

れる。最近で'よ，イ固人・世帯・地域社会の連続

的変動過程を重視して，生活構造の通時的・動

態的視点を取り入れたライフコース論への展開
１１） 

もみられる。また家政学の分野でも，社会的|こ

規定きれた家族や労働のあり方が家庭経営にど

のように反映されているか，その表現手段とし

ての生活行動の種類やそれへの時間配分に注目
１２） 

する研究力§みられる。

（２）時間配分理論経済学において，時間と

財（サービス）との代替関係を認めることによ

り時間消費の概念を明示的に導入しようとする

アプローチがあり，一般に時間配分の理論と呼

ばれている。時間配分理論を体系化したのは現

代シカゴ学派のベッカー（Becker）であり，

NewHomeEconomics，新効用理論（家計生産

論）などとも呼ばれる。

ベッカーによると，すべての消費（家計）活

動は，消費の対象となる財に加えて消費のため

に投入した時間の合成によって営まれていると
１３） 

みなきれる。財の対価に市場価格が:果せられて

いるのと同様に，消費のための時間は，消費活

動のために収入（賃金）を放棄して投入したの

だから，放棄した収入の単位時間あたりの額に

等しいとみなされる（｢機会費用（放棄所得）の理

論｣)。したがって家計は，ミクロ経済学の消費

理論に登場するような消費単位としてではなく，

財と時間を組み合わせて各種の欲望を充足する

便益（commodities）を生産する主体として描か

れる。消費活動を生産活動と同列にみなすこと

により，通常扱われているような生産と消費と

いう単純な二分法では捉えきれない問題に対処

することが可能となった。

リンダー（Linder）は，賃金率の上昇（生産性

の向上）の結果として時間の希少`性が高まると，

財の消費に多くの時間を費やすような時間集約

的（time-intensive）消費から，財の消費時間を

短縮できるような財集約的（goods-intensive）消

費へ消費性向の変化が生じ，また，消費時間の

短縮の裏返しとして労働時間が長くなることを

指摘して，所得の上昇は時間窮乏化を招くと述
１の

べている。力創って多くの家事労働時間が食事の

支度や洗濯といった活動に費やきれていたのが，

所得の上昇にともなって電気炊飯器や洗濯機な

どの家庭用電器製品に置き換えられ，さらには

外部の家事サービスへの委託が進展するといっ

た家事労働の変質は，時間集約的消費から財集

約的消費への転換の過程とみることができる。

そしてまた，財集約的な消費を行なうためには

より多くの所得を必要とすることから，生産性

の低い家事労働時間は生産労働時間に置き換え

られるようになるが，あらたに生み出きれた時

間の効用を増大きせるべく家庭の主婦が社会に

進出していく姿は，このような帰結としての時

９）三浦典子・森岡清志・佐々木衛編「日本の社会学５生活構造｣，東大出版会，1985,3-13頁。

10）森岡，前掲８)。

11）森岡・青井編（1985）は，家族社会学の立場からアメリカの代表的なライフコース論研究を紹介したものである。森岡
清美・青井和夫編「ライフコースと世代一現代家族論再考一Ｌ垣内出版，1985.

12）伊藤セツ・天野寛子・森ます美・大竹美登利「生活時間一男女平等の家庭生活への家政学的アプローチー｣，光生館，

1984･伊藤セツ・天野寛子編「生活時間と生活様式｣，光生館，1989.

13）Becker,ＧＳ,`Atheoryoftheallocationoftime，ＥＣＯ泓Ｊｂ”75,1965,ｐｐ､493-517（宮沢健一・清水啓典訳『経
済理論一人間行動へのシカゴ・アプローチー｣，東洋経済新報社，1976,289-326頁)。

14）Lmder,ＳＥ.，ＴｈｅＨ型ｱmiedLe“だＣＺ`z３５ｹColumbiaUniv・Ｐｒ.,１９７０（江夏健一・関西生産性本部訳「時間革命－２５

時間への知的挑戦一｣，好学社，1971)。

－４７－ 
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１５） 

間の窮乏ｲﾋをまさに体現しているといえよう。

ベッカーの議論は，従来経済学の枠内で扱わ

れることが少なかった家事労働や余暇など，主

として家計内で行なわれている時間配分に対し

て経済分析のメスをいれたものであり，また，

開発経済学の立場から第三世界の子供の労働参

加の分析にも応用きれている(人的資本箒)。し

かし一方で，家庭の中で賃金率の高い人（夫）

は家事労働時間単価が高くなるので家事労働に

従事すべきではない，といった男女の役割分担

を固定化するような議論（家事育児天職論）に根

拠を与えるため，「差別の経済学｣，「資本によ

る生活時間の管理論」などとの批判も投げかけ
１７） 

られている。

重視するか，あるいは行動の制約（constramt）

を重視するかによって分類することができる。

都市計画の問題の解決に際して住民の生活時

間の配分にいち早く注目し，そのモデル化を試

みたのは，チャピン（Chapin）を先駆となすと

いってもよいだろう。アメリカ・ノースカロラ

イナ大学のチャピンとそのグループは，1964.

65年の両年に地元グラム（Durham）などでパ

イロット調査を行なったのち，1968年，ワシン

トンＳＭＳＡで生活時間調査を実施し，255の

活動に対する参加率や平均配分時間を，所得.

,性別・就業状態・ライフサイクルといった属性

によって比較した。さらに，ワシントンの黒人

コミュニティ（1969年）と白人コミュニティ

(1971年）で補充調査を行なったのち，1974年の

著作においてこれら一連の調査の包括的な報告

と活動の選択モデルの提示を行ない，1978年の

論文ではこのモデルにしたがってミクロ調査の
１９） 

分析をｲﾃなっている。

チャピンは活動パターンをモデル化するにあ

たって，まず，人間の活動を本来的な需要およ

び基本的需要に見合う所得を用意する活動（義

務的活動）と，広範な社会活動や余暇活動に参

加するための文化的・社会的・個人的に定義さ

れた活動（自由裁量活動）の二つに分けたうえ

で，人間の生活環境に対する自己評価は自由時

間における選択行動に反映されるとして，自由

１８） 

Ⅲ活動パターン研究

（１）活動の選択と制約1970年代になると，

時間次元を導入して活動パターンを扱う一連の

研究が，主として都市計画学や地理学，建築学

の分野で登場するようになる。これらのうち初

期の研究には，生活時間調査を踏襲して活動の

時間配分に重点をおく傾向がみられるものの，

得られた結果の単なる記述に満足することなく

パターンの解釈やモデル化を強く意識した点に

おいて，その後の研究の糸口となった。活動パ

ターン研究は，大別すると，活動パターンに影

響を与える要因として個人の選択（choice）を

15）２１世紀にむけての消費の展望を行なった経済企画庁総合企画局編（1987）は，ベッカー理論をふまえて，自由時間の不

足が消費の制約要因となりつつあることを指摘している。経済企画庁総合計画局編『時間と消費-21世紀へ向けての消費

のシナリオーj，大蔵省印刷局，1987.

16）ベッカー理論の第三世界の農村家庭経済の分析への適用は，野間，前掲２）に詳しい。一方，神谷（1989）は，時間地

理学と時間配分理論の接点のなかに，個人や家族と社会全体との相互作用の解明の方向性を示唆している。神谷浩夫「時

間地理学のゆくえ｣，地理34(12)，1989,51-57頁。

17）伊藤・天野編，前掲12)，150-165頁。

18）個々の研究分野については以下で随時参考文献を指摘することにするが，1970年代までの全体の動向を知るには，以下

の文献が参考になる。Anderson,Ｊ,Space-timebudgetsandactivitystudiesinurbangeographyandplanning',Ｅ”

ｕｊｍ刀．Ｐと""、３，１９７１，pp353-368、Thrift，ＮＪ.，‘Timeandtheoryinhumangeography・Ｐａｒｔｌ；Ｐａｒｔ２，，Ｐｍｇ７２

ｈ…．ＣＧＯ9721,1977,ｐｐ６５－１０１；ｐｐ､413-457．Parkes＆Thrift，前掲２），pp205-242・Jones，Ｐ.Ｍ，Dix,Ｍ､Ｃ，

Clarke，Ｍ１、andHeggie，１．Ｇ.’Ｕ"｡e応Zα刀。i"ｇＴ}、ﾉeZBehauio7iGower，1983,ｐｐ,262-272.

19）Chapin，Ｆ､ｓ､,Ｈ皿、α〃Aajui4yHz"Ｇ７"ｓｉ刀２Ａｅａｂﾉ：ｒﾊｶﾞｱ293′ｅＯＰＺｅｄＯｉ〃ｒｉｍｅα"。”ace,Wiley，1974．Chapin，

ＥＳ，‘Humantimeallocationinthecity'(CarlsteinetaledsTY加妬Ｓｐａｃｅα"。ＳＰａｃｉ７ＺｇＴＹ"ｅＷｏＬ２，Ａｍｏｌｄｉ

1978),ｐｐｌ３－２６ 

なお，チャビンらの業績については小方（1983）に詳しい。小方登「移動＝活動パターン分析の視点」（京都大学文

学部地理学教室編「空間・景観・イメージ｣，地人書房，1983)，78-95頁。

－４８－ 
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裁量活動の時間配分に注目した。そして人々の

活動選択は，活動を行なおうとする性向

(propensity）と活動を提供する機会

(opportunity）の二つの要因で決定きれるとし，

前者の活動の動機となるような要因は，さらに，

その動機を喚起する（predisposing）要因とそれ

を抑制する（preconditioning）要因に分けられる

といった図式を提示した。ただし実際の分析で

は環境要因は捨象され，活動主体の動機を説明

変数として自由裁量活動への参加状態（参加率，

消費時間など）が解釈されている。

チャピンの研究は，時間配分を中心とした活

動選択であって空間的次元は考慮されていない

こと，さらに，自由裁量活動の選択が個別に独

立して扱われている点など，現実の生活を包括

的に捉えるモデルとしては不十分である。しか

し，活動を人々の価値観が反映きれた選択の表

出とみることにより活動の選択の動機を強調し，

その理解を都市計画に役立てようとする考え方

は，人間の活動を都市計画の中に積極的に位置

づけようとする試みとして評価されてもよいだ

ろう。

一方，チャピンらの研究と対照をなすのは，

ヘーゲルストランド（Hdgerstrand）を中心とす

るスウェーデンのルンド（Lund）大学の地理学

者らによる研究である。ヘーゲルストランドを

発端とする時間地理学については次章で詳述す

るが，そこで述べるルンドグループの時間地理

学の特徴は，活動の選択に際して時空間の制約

を強調する点にある。したがって都市計画に対

する考え方も，チャピンらの考え方とは対照的

に，個人の活動の障害となるような諸制約を緩

和することに計画の主眼を置くことを主張する
２０） 

ものである。

チャピンとへ－ゲルストランドによる二つの

対照的なアプローチは，活動パターンを理解す

るうえでその後の研究を方向づけ，個人の選択

(チャピンモデル）と制約（ヘーゲルストランドモ

デル）の双方を組み込んだ「制約下における選

択（choicemthecontextofconstraints)」モデル

の発展をみるようになった。

ロンドン大学のカレン（Cullen）をはじめと

するグループは，選好や態度・刺激といった内

的過程の次元と観察された活動が生起する時空

間の状況を結合しようと試み，個人の毎日の活

動はある種のキーとなるエピソードがあたかも

動かしがたい杭（peg）のように働くことによ

って構造化きれており，さらにその構造は環境

もしくは行動空間の中でその人が感じている制
２１） 

約を反映してし､るとの仮説を提示した。さら|こ

カレンは，長期的・短期的行動の相互関係を考

慮したモデルを提唱し，毎日の活動パターンの

多くは高度にルーチン化されているために，単

調な生活の繰り返しの中でネガティブな主観的

反応（stress）が蓄積され，それが新たな活動の
２２） 

契機となるとする図式を披露してし､る。

一方，シャプコットとステッドマン（Shap

cott＆Steadman）は，個人の心理的過程と外的

な物理的環境を単純に結びつける傾向を批判し

て，個人の行動や選択の幅を制約しているもの

20）なお，制約を重視する立場は必ずしも時間地理学だけにみられるのではない。都市計画の分野でも先駆的な業績として，
例えばＭａｗ（1972）は，余暇活動のモデル化を行なうに当たって活動の制約を考慮に入れ，人々が一日のうちで実行可
能な自由時間の時間帯や長さを明らかにしたあと，それと施設の開設時間やアクセス時間など余暇の供給条件とを比べて

いる。またＴｏｍｌｉｎｓｏｎｅｔａＬ（1973）は，１２の活動についてそれぞれの活動の実行を可能とする場所，その場所での活動

に対する時間制約，場所間の移動時間などの情報をもとに，活動を時間と場所に配分するモデルの開発を試みている。

Ｍａｗ，Ｒ､，‘Analysingdemandforleisurefacilities，，Ｂ型ｉＺＺＥ"ｕｊ７ｗ１．１，１９７２，pp519-522、Tomlinson，Ｊ､，Bullock，Ｎ､，
Dickens，Ｐ.，Steadman，Ｐ、andTaylor，Ｅ､，‘Amodelofstudents’dailyactivitypattems'，Ｅ"uiγＤ私ＰＺｃｍ江５，１９７３，

ｐｐ､231-266. 

21）Cullen,ＬＧ・andGodson，Ｖ､，‘Urbannetworks：thestructureofactivitypatternsD，ＰｍｇＴＥｓｓｉ〃Ｐｍ"刀i７２９４，１９７５，

ｐｐ,1-96. 

22）Cullen,ＬＧ,`Thetreatmentoftimeintheexplanationofspatialbehaviour'(CarlsteinetaLeds.，Ｔｉｍ噸旦…ど

α"dSPacmgTYme,vol2,Ａ、old,1978),pp27-38

－４９－ 
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として，食事の時間や労働時間などの文化的に

継承苔れ社会的に構造化きれた時間配分の規則

性に注目した。多くの人は社会的に体系づけら

れた時間配分の構造の中に自らの時間を整合さ

せようとし，あるいは整合させざるを得なくな

っており，これらの時間配分の規則性は長期に

わたって安定しているから，結局，人々の生活

は日．週．月．年といった時間スケールに応じ
２３） 

たノレーチンの繰り返しであるとし』うのである。

従来の研究が意志決定者としての個人に関心

が集まっていたため，どちらかといえば行動の

不安定さが強調される傾向にあったに対し，こ

れらの研究は，より長期の時間スケールや社会

的な文脈を視野に入れることにより，意思決定

を制約する日常生活の構造に安定性を見いだそ

うとするものとして注目きれる。

（２）アクティビテイ・アプローチ活動パタ

ーン研究の特徴は，人々の生活行動を正しく理

解し，その認識をざまざまな人間行動を扱う分

野の実践的な応用に生かしていくことにある。

すなわち，従来の枠組みにおいて採用されてき

た人間行動の諸前提に対し，現実の行動を子細

に観察することからそれへの意義申し立てを行

ない，新たな規則性の体系を把握することによ

って，従前の枠組みの改良もしくは再構築を試

みようとすることにある。ここではその一例と

して，交通行動分析におけるアクティピティ・

アプローチの展開についてふれてみたい。

交通計画の主要な目標は交通需要の予測にあ

り，その定量的な予測の精度はモデルの根底と

なる人間行動に対する認識に依存するが，１９７０

年代になって都市交通問題の深刻化の様相が深

まるなかで，従来の推計モデルの限界がしだし､
２４） 

Iこ露呈きれるようlこなってきた。そして，交通

行動を正しく理解するためにはその交通行動を

生起させる人の活動の分析を行ない，生活行動

と交通行動の関係を正しく理解することが必要

であるという認識が生まれるようになり，活動

パターン研究への接近がなきれるようになった。

これをアクティビテイ・アプローチ（activity・

basedapproach）といい，時空間や個人間の制

約の重要性を強調するフレームの中で，１日の

活動構成やその連結状態といった交通の生成に

とって基本的・根源的レベルに焦点をあてるこ

とにより，交通行動の意志決定メカニズムの解
２５） 

明|こ迫ろうとするものである。

ジョーンズ（Jones）によれば，交通行動分析‘
２６） 

に'よ以下のような段階`性をみることができる。

その第一は，交通行動をトリップ（trip）ごと

に細分して分析するもので，通勤，業務，買物

23）Shapcott,Ｍ・andSteadman，Ｐ.,‘Rhythmsofurbanactivity，(Carlsteinetal・eds，ＴＹｍｍｇＳＰａｃｅａ刀。⑫aciZg
TYme,vol､２，Arnold，1978),ｐｐ､49-74 

24）自家用車の増加や自動車交通への依存が高まる中で都市の交通混雑や大気汚染の問題が深刻化し，一方で財政の緊迫化
から大規模な投資が困難な状況になると，私的交通と公共交通の適正配分が都市交通政策の主要な課題として浮上してき

た。そして既存の需要予測モデルでは，交通政策に対する個々のトリップメーカーの短期的・局所的な反応に十分に応答

できないことが明らかになり，モデルの妥当性に対する問題点が指摘されるようになった。例えば，交通選択の意思決定

過程を段階化した３段階（４段階）推計モデルは，第一にモデルは個人の意志決定過程を前提としているのにゾーンや地

区単位の集計データを当てはめている点，第二に，前後の行動とのつながりや他者とのつながりを無視し，それぞれの行

動の選択が独立して行なわれていると仮定している点に批判が集中した。また，非集計モデルにもとづく効用アプローチ
も，人が完全な代替情報を持ち経済的に合理的な行動をとるとみなす点や，交通行動を自由な選択の結果であると考え，

選択に対する制約については無視している点など，交通行動を単純なあるいは限定的な仮定にもとづいてモデル化してい

るなどの批判がある。ＪｏｎｅｓｅｔａＬ,前掲18)，ppl-11o

25）アクティビティ・アプローチは交通・活動関連分析（travelactivityanalysis）と呼ばれることもある。なお，その登
場の背景は以下の文献に詳しい。Jones,Ｐ.Ｍ､,Newapproachestounderstandingtravelbehavior：thehumanactiv・

ityapproach'(Hensher，Ｄ・AandStopher，Ｐ.Ｒeds，BeAaz'ioz`７口ＺｒｻzzuE／皿oaeZZi'２９ｹCroomHelm，1979)，ｐｐ

55-80.Jones，Ｐ.Ｍ､，‘Thepracticalapplicationofactivitybasedapproachesintransportplanning：ａｎassessment， 

（Carpenter,SandJones,Ｐ.Ｍ,eds.，Rece刀tAduα"ｃｅｓｉ刀mzuEZDe"α"。Ａ“!)1sな,Gower，1983),pp56-78Jones
etaL,前掲18)，ｐｐｌ－１１・近藤勝直「交通行動分析｣，晃洋書房，1987,10-25頁。磯部友彦『人の交通・活動関連分析
に基づく交通需要推計法に関する研究｣，名古屋大学学位論文，１９８９，１－８頁。

26）Jones（1983)，前掲25)。

－５０－ 
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などの各目的別トリップが，どこからどこへ，

いつ，どのような人によって行なわれているか

などの点について分析するものである。第二は，

自宅を出てから帰宅するまでの一連のトリップ

を対象とするトリップチェーン（tripchain）分

析と呼ばれるもので，それによって多目的行動
２７） 

までをも視角の中'こ入れることができる。以上

の二つの分析レベルはトリップ分析と呼ばれ，

トリップという計測可能な尺度に交通行動を還

元することで計量的手法に容易になじみ，モデ

ルの操作に多用きれている。

第三は，同一個人についての自宅外の活動

(外出活動）すべてを分析対象とするもので，外

出活動パターン分析と呼ばれる。ここで「外

出」という表現が用いられるのは，第一・第二

の段階の分析も含めて，資料としてパーソント

リップ（PT）調査データが用いられるためで

ある。ＰＴ調査は，その名のとおり移動（トリ

ップ）のみを把握するものであるから，一定地

点にとどまって行なわ)れる活動の情報は得られ

ない。ただしトリップの目的を知ることはでき

るので，外出先での活動を推測することはでき

る。したがって，少なくとも自宅外の活動につ

いては，推測を交えてではあるが把握すること

ができ，逆にいえばこれがＰＴ調査の限界でも

ある。

第四は，生活行動パターン分析であり，個人

の，日の行動の軌跡を時間軸上に隙間なく表現

しようとするものである。自宅内の活動やこれ

まで推測に頼っていた外出先における活動を正

確に把握することで，移動（交通）と活動を一

体として扱い，また，活動間および個人間の結

びつきや相互関係を考慮することにより，交通

選択や場所選択に関して空間・時間・人間関係

などによるさまざまな制約を考慮することがで

きる。

これら第三・第四のレベルの分析は活動パタ

ーン分析と呼ばれ，とりわけ生活の全行動を把

握する生活行動パターン分析はアクティピティ

・アプローチの中心となった。これは，交通が

人間の生活の派生的需要であることを強く意識

するものであり，交通現象を生活の諸活動から

切り離して極度に単純化してとらえていた従来

のアプローチの限界に挑戦する試みといっても

よい。こうした交通行動研究の新しい試みに対

して，時間地理学のアプローチは，個人または

世帯の顕示的な行動パターンを視覚的に捉える

ことのできる記述的・説明的ツールとして，ま

た，活動選択や交通決定に際して個人に働く諸

制約を考察する枠組みとして，斬新なパラダイ
２８） 

ムを提供したのであった。

アクティビティ・アプローチの発達には，オ

ックスフォード大学交通研究所（Transportation

StudiesUnit;ＴＳＵ）による一連の研究が大いに

貢献した。1974-78年の５年間にわたるＴＳＵ

のプロジェクトでは，時間地理学を含む生活行

動に関する既往研究の摂取と詳細なインタビュ

ーによる予備調査を行なったあと，1976年にオ
ノ

ックスフォード近郊のバンバリー（Banbuj｢y）
２９） 

で活動日誌（activitydiary）法による本調査を

27）もっとも大多数の交通行動は自宅と目的地を往復する「ピストン型」行動であるため，トリップチェーン分析によって
交通需要予測の精度が画期的に向上するものでもないが，交通行動の認識を現実により近づけようとする試みであるとは
いえる。

28）後述するように，時間地理学は1970年代末よりしだいに社会理論への接近をみせるようになるが，Thrift（1981）は，
社会工学的な様相の強いルンドグループのアプローチは主として交通計画学の研究者によって引き継がれていったと述べ
ている。Thrift，Ｎ､Ｊ，‘Behaviouralgeography'（Wrigley，NandBennett，Ｒ・Ｊｅｄｓ.，Ｑ２``z"titat…GeQg7zZpAyfA
Bだ’ｉｓハVYezubRoutledge＆KeganPaul，1981),ｐｐ352-365.

29）これは生活時間調査とＰＴ調査を合成したもので，１日24時間を１０～15分刻みに細分し，それぞれの時刻に行なった活
動とその場所，移動手段を逐一記載してもらうものである。活動日誌に基づいた活動調査は，被調査者にとって時間を追
って記入していくので思い出しやすく間違いが少ないこと,γ調査者にとっても調査表に記された活動記録の論理性と不完

全性をチェックすることができるなどの利点があり，ＰＴ調査に比べて捕捉の精度が高くなる。Clarke,Ｍ,Dix,Mand

Jones,Ｐ,`Erroranduncertaintyintravelsurveys，，Ｔ}zz"Ｗ〃αEZO〃１０，１９８１，ｐｐ､105-126.（→）

－５１－ 
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た，個々の世帯の事情を反映した制約が個人の

スケジュールの調整を余儀なくしている。これ

を家族という関係を維持するための一種の規範

的制約ということもできるが，仕事や学校とい

ったきわめて義務的な制度と比べて，どの程度

その制約を取り入れるかは世帯の客観的状況や

価値観により異なる。したがってそのような家

族の状況を分類するために，夫婦や子供の年齢

などをもとにしたライフステージを説明変数に
３１） 

採用したのであった。

都市の活動システム全体からみればひとつの

構成要素にすぎない世帯の，その内部における

構成員問の役割分担（人間関係）が，人の活動

分析の上で重要な要因であると表明したことは，

ＴＳＵグループの研究の大きな特徴であり，そ

の結果として，ライフステージを軸にして個人

の行動を集計化する根拠が与えられたといって

もよいだろう。

1980年代の半ばになると，アクテイビテイ・

アプローチは，ある－時点の観測結果（static

analysis）が他の日の活動と独立に決定し得る

のか，あるいは観測結果は時間の経過に対して

安定しているのかという疑問に直面するように

なり，より動的な視点を取り入れるようになっ
３２） 

た。現実的な要請としてIま，例えば平日と週末

、休日の活動パターンの違いや刺激に対する反

実施，それを世帯のライフステージによって分

析し，ざらにはＨＡＴＳやＣＡＲＬＡと呼ばれる
３０） 

シミュレーションモデノレの開発を行ﾌｶﾐった゜

ところで，環境や制約を人々が主観的にどう

評価し，人々が個人的な状況や制約条件をどの

ように調整しているかを，選択の結果から推測

・検証することは困難である。そこでＴＳＵで

は，社会グループとして最小の単位である家族

に注目して，世帯における活動パターンがどの

ように構造化されているかを明らかにすること

にした。

彼らは事例調査の中で次のような一般的洞察

を得た。各世帯の日常活動は，睡眠や食事など

の生理的制約の時間によって基本的なスケジュ

ールの骨格がつくられ，そのうえに仕事や学校

に行かなければならないといった制度的な制約

が加わる。もちろん仕事や学校は特定の時間・

場所に拘束きれるので，それによって起床時間

や食事の時間に影響を与えるから，生理的制約

と制度的制約は互いに補完的に生活の日常的な

ルーチンを形成しているが，このような生活の

基本となるような活動スケジュールは世帯によ

って大きな違いはない。

一方それぞれの家庭では，例えば食事のよう

な特定の活動に対して家族の全員が顔を揃える

とか，夫は妻の週末の買物につきあうとかいつ

なお，活動日誌による調査法の検討は神谷（1989）に詳しい。神谷浩夫「トリップ調査の手法と結果の差異一二つの調
査法の比較による検討一｣，経済地理学年報35,1989,62-77頁。

30）ＪｏｎｅｓｅｔａＬ,前掲18）は，この５年にわたるプロジェクトの総括として上梓されたものである。なお，アクテイビテ
イ・アプローチは，1977年の交通行動モデリングに関する第３回国際会議において，交通行動理解のための新しいアプロ
ーチとして世界的に認知され，また，1981年にはアクテイビテイ・アプローチに基づいた交通需要分析に関する国際会議
が開かれた。

31）トリップ分析においてもライフステージは一般的な説明変数として利用ざれているが，その紹介はZimmerman
（1982）に詳しい。Zimmerman，ＣＡ.，‘Ｔｈｅｌｉｆｅｃｙｃｌｅｃｏｎｃｅｐｔｓａｓａｔｏｏｌｆｏｒtravelreseach，，Ｔ;Fzz,zSPo元atio沁１１，

１９８２，ｐｐ､51-69. 

32）同一個人の行動を継続的に観察するパネル調査がその中心である。オランダ政府の主導により1984-89年にかけて，半
年または1年おきに各１週間の交通記録を1800世帯の12歳以上の全世帯員から収集した調査（DutchNationalMobility
Panel）や，米・ホノルルにおいて時差通勤の効果を調べるために，1988年に２週おきに４回，2100人の通勤者を対象と
して通勤トリップの変化を調べた調査（HonoluluStaggeredWorkHoursDemonstrationProjectPanel）が有名であ
る。Golob，ＴＦ、andGolob，Ｊ､Ｍ,，‘Practicalconsiderationsinthedevelopementofatransituserpanel，，PZZPeT
pアゼＳＦ九tＧｄ/b7tﾉhemteγ"α"o"αＪＣＣ砿だ"Ｃｅ。〃Ｄｙ"αｍｉｃＴ}、ﾉﾋﾟZBeﾉiaz'２０γＡ"αlysiS,Kyoto,１９８９．
また地理学では，英国カージフで行なわれた消費者行動の調査（CardiffConsumerPanel）がよく知られている。

Wrigley，Ｎ､，Guy，Ｃ､，Dunn，Ｒ・ａｎｄＯ，Brien，Ｌ､，‘TheCardiffconsumerpanel：methodologicalaspectsofthecon
ductofalong-termpanelsurvey'，Ｔ;Tｴｱ2s，bzs2．Ｂ〆GeOg汎Ｎ､Ｓ１０，１９８５，pp63-76．

－５２－ 
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応の抵抗や遅行を，交通政策の評価を行なう際

に考慮しようとするものであるが，人々の活動

の配分が日単位という枠に必ずしも捉われてい

ないように，時間スケールに応じた活動の配分
３３） 

モデルの構築力§新たなテーマとなっている。

間地理学の基本的考え方を披露するほか，根本

的な認識として，マクロな集計から抜け落ちが

ちである空間組織の事象の人間的リアリズムを

追求し，生活の質（qualityoflife）や暮らしや

すき（livability）といった問題への関心を表明

した。また，1973年の論文では，人間の非分割

性や活動の時間消費性，時間の有限性などをも

とに人間の行動を規定している諸条件について

注目し，複数のパスの集合としてのバンドル

(bundle）の体系とそれに対する個人のパスの参

入・退出の条件，目標を持つ人間が特定のゴー

ルを達成しようとして企図する活動としてのプ

ロジェクト（project）概念などが示きれ，１９７０

年の論文とあわせて時間地理学の基礎となる諾
３６） 

概念が提示芒きれた。

このような初期の論文に接する限り，ヘーゲ

ルストランドの意図は人間行動をとりまく制約

に注目することで人間の行動選択の合理的解釈

のための枠組みを提供することにあり，それを

３４） 

Ⅳ時間地理学

（１）ヘーゲルストランドの時間地理学1969年

夏，コペンハーゲンで開かれたRegionalSci

enceAssociationのヨーロッパ総会の席上，ヘ

ーゲルストランドは人間性を重視した社会工学

的方面の研究の実現のため時間地理学の考え方

を披露し，それをまとめた1970年の論文により，

時間地理学は広く英語圏の研究者の知るところ
３５） 

とカミった゜

「地域科学における人間」と題苔れたへ－ゲ

ルストランドの1970年の論文は，時間を有限な

資源としてとらえ，時空間の中の個人の軌跡を

パス（path）や制約の概念によって説明する時

33）1988年に開かれたアクティビテイ・アプローチに関する第２回オックスフォード会議の主要なテーマは，動的分析に関

する方法論であった。芦沢哲蔵「交通行動研究に関するオックスフォード会議の報告｣，土木学会論文集401／Ⅳ-10,

1989,17-20頁。

なおわが国では，ＴＳＵに留学していた杉恵がＴＳＵの研究を紹介（杉恵，1984）して以降，アクテイビテイ・アプロ

ーチへの本格的な取り組みが始まった。当初の研究は，既存のＰＴデータを利用した外出活動パターン分析の域を出るこ

とがなかったが，1987年に広島市郊外で主として調査方法の開発を目的に行なった調査（杉恵ほか，1988）や，1986年の

三鷹市ＩＮＳ実験地区での生活行動実態調査に適用した例（原田・太田，1988)，1987年に名古屋市において休日の生活行

動を把握するために適用した例（磯部，1989）など，オリジナルな生活行動調査にもとづいた研究もしだいにみられるよ

うになった。杉恵頼寧「アクテイビテイを基本とした交通研究への新しいアプローチーＴＳＵ方式一｣，交通工学19(2)，

１９８４，１０－２７頁。杉恵頼寧・藤原章正・末永勝久「活動日誌を用いた交通調査の有効性｣，日本都市計画学会学術研究論

文集23,1988,409-414頁。原田昇・太田勝敏「生活行動記録に基づく個人の活動分析に関する研究｣，日本都市計画

学会学術研究論文集23,1988,415-420頁。磯部，前掲25)。

34）時間地理学の動向に関しては，Ｐred（1973,1977)，Parkes＆Thrift（1980）などによってその概略を知ることがで

きる。また，櫛谷（1985）は1980年代の初期に至る詳細な展望を行なっている。時間地理学の用語や基本的概念について

は上書を参考にされたい。Ｐred，Ａ，Urbanization,domesticplanningpolicyandSwedishgeographicalresearch，
（Board,Ｃ,Chorley，ＲＪ，Hiiggett,Ｐ・andStoddart,ＤＲｅｄｓ・Ｐｍｇｱ℃s‘ｉ”GeQgmPﾉh弘vol､５，Ａ、old，1973),ｐｐ、

１－７６Ｐred，Ａ,，‘TheChoreographyofexistence；commentonHagerstrand，stime-geographyandit'susefulness'， 

ＥＣＯ狐GeOgｱ:53,1977,pp207-221ParkesandThrift,前掲２），pp243-278・櫛谷圭司「時間地理学研究の動向｣，
人文地理，37,1985,533-551頁。

35）Hiigerstrand,Ｔ､，‘WhataboutpeopleinregionalscienＣｅ？,，HZP・ＲｅｇＳｃｉ.Ａ"､２４，１９７０，ｐｐ､７－２１（荒井良雄ほか
編訳『生活の空間都市の時間｣，古今書院，1989,5-24頁)。

なお，ヘーゲルストランド自身は，1940年代後半に人口移動の研究を行なっていた頃より時空間を統一的にとらえる理

論の構想を秘めていたといい，また，1960年代にはパスの概念を用いて人口移動の考察を行なった研究がある。しかし時

間地理学研究が本格的にスタートしたのは，1966年より，スウェーデン政府の助成を得て，ルンド大学の同僚や弟子とと

もに地域開発や都市，住宅政策などに関する提言を行なうための研究プロジェクト（ResearchGrouponHumanGeo‐

graphicProcessandSystemsAanalysis）が結成されたのが直接的な契機となった。Carlstein,Ｔ，Parkes，Dand

Thrift,Ｎ・eds.,ＺY，?ｚｍｇＳＰａｃｅα"。⑰αc沌五ｍｅ,ｖｏＬ２：Ｈ…α刀Actiui`ｙα"ｄＴＹ"eGeQgmPﾉｶJﾉｹAmold,1978,ｐｐ、
117-121. 

36）Hiigerstrand,Ｔ､,`Thedomainofhumangeography，(Chorley,ＲＪｅｄ，Ｄｉ花cZio酒ｉ刀GeOg7YZPﾉi弘Methuen,1973)，

pp67-87． 
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都市計画や地域政策に反映させることにあった

といってもよい。そして，このようなへ－ゲル

ストランドの意図を体現したのが後述するルン

ドグループによる一連の研究である。

ところでここで注目しておきたいのは，福祉

先進国といわれるスウェーデンにおいて，この

ような人間活動の制約に注目した考え方が採用

されたことである。マクロレベルでは一定以上

の生活水準を確保した国にとって，つぎなる目

標は個々の人々の生活水準の向上をはかること

になるであろうが，分配の公正さをあくまで追

求しようとすることは，一方で個々人の多様な

状況を無視することにもつながりかねない。そ

こで社会的公平を維持しつつも個々の人々の意

志に対応するための方策として，人々をとりま

いている制約を緩和することによって選択肢を

増加させ，活動の多様な可能性を保障すること

が適切な方法であるといった考え方をうかがい

知ることができる。

ヘーゲルストランド自身の時間地理学への関

心は，1970年代の半ばを境に社会工学的な応用

を啓発する立場から，個人誌（biography）の形

成を軸に個人と個人をとりまく自然的・社会的
３７） 

環境の全体的な把握を目指す方向|こ変ｲﾋする。

1976年にモスクワで開かれたIGUシンポジ

ウムでヘーゲルストランドが行なった講演では，

これまでのプラニング技法として制約を重視し

た実証研究に対し，時間地理学が個人をとりま

く自然と社会を一元的な共存過程として把握す

る可能性を示すことによって，景観問題への適
３８） 

用を論じた。そして'978年の論文で|土，特定の

地域環境における生活の諸条件を環境と生活の

文脈的な相互作用系のなかで明らかにしていく

ことが人文地理学であるとし，個人の上におこ

った出来事と自然的・社会的環境の総体的な状

況のかかわり方を，個人の生活史を地域形成史

の文脈に沿ってとりあげるなかで明らかにしよ
３９） 

うと試みてし､る゜
４０） 

（２）ルンドグループのH寺間地理学1966年に

ルンド大学で発足した研究グループの研究成果

は，1970年前後にはスウェーデン語で発表きれ

ていたもようであるが，それが広く知られるよ

うになったのは，Anderson（1971）やＰred

(1973）によってルンドグループの研究が紹介
４１） 

きれ，あるいは彼ら自身の手による英訳力§すす

んだ1970年代半ばになってからであった。こう

したルンドグループの研究やそれをテキストに

して直接・間接的に影響を受けた研究は1970年

代の時間地理学研究の潮流をなすが，これらの

研究は，個人のパスの形成に注目する記述的な

研究と，ステーション（停留点）におけるバン

ドルやプリズム（prism）の形成に関する解析

的な研究に大別できる。

第一の個人レベルの研究は，個人の日常活動

37）ヘーゲルストランドの考え方の変遷やその解釈については櫛谷（前掲34)）に詳しい。櫛谷によれば，人間とそれをと
りまく自然・社会とを一元的に「景観」としてとらえるという元来のへ－ゲルストランドの地理学観が，しだいに考え方
の前面に出されてきたという。

38）Hagerstmnd，Ｔ，‘Geographyandthestudyofinteractionbetweennatureandsociety，，Geq/b'､、７，１９７６，ｐｐ
329-334． 

ここでは自然的・社会的諸要素が関連しあった現実世界の現象を「景観」と呼んでいるが，後にはこれを拡張して，行
動を究極的に司る個人の意図や経験などを含む全般的な状況を含意したものとして，ジオラマ（diorama）と呼びかえる
ことを提案している。Hagerstrand,Ｔ,`Diorama,pathandproject，，町｡sch犬ｃｃo私ＳＯＣ・GeOgｱﾐ73,1982,ｐｐ323-339.

39）Hagerstrand，Ｔ，‘Survivalandarena'(CarlsteinetaLeds.，ＴＹｍｉ，Ｚｇ６ＩＰａｃｅα宛。⑰αα刀gTYme,vol２，Arnold，
1978),ｐｐｌ２２-145. 

40）櫛谷（前掲34)）によれば，時間地理学の応用は，①都市・地域計画の立案，②人間と自然的・社会的環境との関係の
考察，③社会史の理解への糸口，の３つの方面に分類されるが，ここで主にとりあげるのは①の研究に関してである。多
くの文献において，ルンドグループ（スクール）もしくはルンドアプローチといえば，①を目的とする制約を重視した分
析をさすことが多く，ここでもそれに準じた。なお，ここにあげるルンドグループの研究の多くについては，荒井ほか編
訳（1989）を参照されたい。荒井良雄・川口太郎・岡本耕平・神谷浩夫編訳「生活の空間都市の時間｣，古今書院，
1989. 

41）Anderson,前掲18)。Ｐred，前掲34)。

－５４－ 
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４５） 

|こ寄与したｶｺを論じた。家庭を活動の基盤とす

る主婦は，家事や育児といった仕事の特質上，

活動の時間と場所がきびしく限定され，さらに

その時間が細分化きれている。これらの研究で

は，結局，移動能力による制約よりも時空間の

中に主婦を固定しようとする制約，すなわち家

庭内の役割分担といった社会的に規範化した制

約が主婦にとって大きな制約となっていること

が示されている。

第二のステーションレベルの研究は，ステー

ションにおけるバンドルの形成がさまざまな制

約条件によってどのように変化していくかをシ

ミュレートすることによって，交通計画や施設

計画に対する評価を試みるものである。この代

表がレントルプ（Lenntorp）によるPESＡＳＰ

(ProgrammeEvaluatingtheSetofAlternativeSam-

plePaths）モデルであり，人々の典型的な１日

の活動プログラムを与えたとき，その実行可能

性がステーションの条件（位置，開設時間など）

や移動手段の条件の変化に応じてどのように変
４６） 

化する力､を検討した。

また，アメリカの交通工学者バーンズ

(Burns）は，仕事や買物・レクリエーションな

どのさまざまな活動に参加する潜在的な可能性

をアクセシビリテイと定義し，このアクセシビ

リティを制限している交通・時間・空間の制約

に注目して，アクセシピリテイを客観的に測定

や生活誌を時間地理学の手法を用いて明らかに

しようとするものであり，そのひとつの例とし

てモルテンソン（M3rtensson）の一連の研究が

ある。彼女は，１日の生活の時間配分に注目す

ることにより，異なる環境下にある人々の生活

条件の比較（Ｍ§rtensson,1978）や，子供の発育

における家庭や地域の影響の考察（Mflrtensson，

1977）を通じて，ある環境の中での個人誌の形

成プロセスを社会の構造との関係において明ら
４２） 

か|こしょうと試みた。

一方，アメリカの女性地理学者パーム

(Palm）は，現代に生きる典型的な女性の日常

生活の軌跡を時空間マップ（dynamicmap）を

用いて検討し，彼女らの日常生活が主婦として

母親としていかに制約きれたものであるかを示
４３） 

した。現実の社会問題（この場合'よ女性の社会参

加に関する問題）に対して問題を含んだ現状を

簡潔かつ明快に表現し，その制約の所在を告発

しようとしたものである。

これを受けてフォーラーとキビル（Forer＆

Kivell）は，パームが論じた女`性に対する制約

を都市の構造との関連で捉え，そのうえで公共

交通の改善が彼女らの制約をどの程度解消でき
４４） 

るかについて検討を試みた。またミラー（ML

ller）は，１９世紀の都市郊外に住む家庭の主婦

の日常生活を復元して，都心と郊外を結ぶアク

セスの改善が郊外に住む主婦の生活の質の向上

42）Ｍ:rtensson,Ｓ,`Childhoodinteractionandtemporalorganization'，ＥＣＯ"・Geog7語53,1977,ｐｐ９９－１２５（荒井良雄ほ
か編訳「生活の空間都市の時間｣，古今書院，1989,61-97頁)。Ｍ:Irtensson,Ｓ,`Timeallocationanddailyliving

conditions：comparmgregions,(CarlsteinetaLeds，ＴＹｍｉ'２９⑫ａｃｅα"ｄＳＰａｃｉ凧ｇＴｉ"e,vol､２，Ａ、old，1978),ｐｐ、
181-197. 

43）Ｐａｌｍ，Ｒ，‘Womeninnonmetropolitanareas：atime-budgetsurvey，，Ｅ"てﾉi、"・PZLz""１Ａ、13,1981,ｐｐ､373-378．
Ｐred，Ａ・ａｎｄＰａｌｍ，Ｒ，‘ＴｈｅｓｔａｔｕｓｏｆＡｍｅｒｉｃａｎｗｏｍｅｎ：atime-geographicview'(Lanegram，，.Ａ・ａｎｄＰａｌｍ，Ｒ、
eds.，Ｉ刀uiZzzZio刀toGeOg7zZPハメMcGraw-Hill，1978),ｐｐ､99-109（荒井良雄ほか編訳，前掲40)，28-41頁)。

44）Forer，Ｐ・CandKivell，Ｈ､，‘Space-timebudgets，publictransportandspatialchoice'，Ｅ"Ｕｉ”刀．ＰＺｃｍ江Ａ13,
1981,pP497-509（荒井良雄ほか編訳，前掲40)，42-60頁)。

45）Miller,Ｒ､，‘Householdactivitypatternsinnineteenth-centurysuburbs：atimegeographicexploration'，Ａ冗処Ａ露．
Ａ加e尻GeO酢72,1982,pp355-371（荒井良雄ほか編訳，前掲40)，102-126頁)。

46）モデルの詳細についてはLenntorp（1976）において包括的に示されており，また，Lenntorp（1978）ではスウェーデ
ンのカールスタット（Karlstad）でのモデルの適用例が示されている。Lenntorp,Ｂ，Ｈｴｫﾉｉｓｉ〃SIPace-TYmeE"z'2ｍ"・

ｍｅ刀t：afimegFogmpAics〃`Ｚｙｑ／，'zoueme刀tpossi6iZiziesq/Ｙ"diz'iaz`αZs,LundStudiesinGeography，Ser.Ｂ４４，
CWKGleerup，１９７６Lenntorp，Ｂ，‘Atime-geographiCSimulationmodelofindividualactivityprogramms，(Carl‐ 
ｓｔｅｉｎｅｔａＬｅｄｓ.,ＴＹｍｉ花ｇＳＰａｃｅａ加ｄＳＰａｃｉ,ＺｇＴＹ，?zavoL2,Arnold,1978),ppl62-180（荒井良雄ほか編訳，前掲40)，
179-201頁)。

－５５－ 
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４７） 

する手法の確立に努めた。具体的|こは，ヘーゲ

ルストランドモデルのプリズムが大きいほど，

アクセシビリティが確保され選択の機会が大き

くなるから，便益（時空間の自律度spacetime

autonomy）も大きいと考え，前提条件をさまざ

まに変化させたときのプリズムの体積の変化に

ついて考察を行なった。

以上の個人レベルの研究とステーションレベ

ルの研究は，相互に対立するものではなく，主

として前者が個人の行動の観察を通して問題点

の抽出にあたるのに対して，後者はそれを集合

レベルの問題として都市計画や交通計画の実践

的な応用の方法を与えるものであるといえよう。

しかしながら，個々のユニークな事例がどこま

で一般化できるのかという点に関し，理論的に

十分につきつめられているとはいえず，仮想的

もしくは平均的な活動パターンをもとにシミュ

レーションを行なうにとどまっている。

（３）ルンドグループへの批判とその後の展開

1970年代の半ばになると，社会工学的な様相が

強いルンドグループのアプローチは，そのよう

な指向性の背景にある人間観や方法論に対して

多くの批判を浴びることになる。それは，制約

を強調するために周囲の社会的・空間的な条件

に対して受動的な人間像が描かれ，物理主義

(physicalism）的・機械論的な説明に陥る恐れが
４８） 

あるとし､うものである。

時間地理学が制約分析を指向する傾向が強い

ことについては，「人間は時として気まぐれな

選択を行なうものであり，観察された過去の行

動に基づいて将来の行動を説明・予測しようと

するよりも，行為者をとりまく制約を識別し，

可能ならばその制約を生み出している主体を明
４９） 

らかIこする方が実りが多い」というへ＿ゲルス

トランドのことばにもあるように，それを実践

的な問題解決のための－つの方法であると理解

することもできる。

物理主義に対する批判は，対象を時空間上で

観察可能なものに限定することに対する批判で

あり，第一に外的な制約のみを強調して人間の

内的な過程を無視している点，第二に社会的存

在としての人間の社会とのかかわり合いを無視

している点が問題とされている。第一の点に関

しては，ヘーゲルストランド自身は必ずしも人

間の意志や経験を否定しているのではなく，む

しろ人間をお金やものと同じではなく意志をも

った存在として取り扱わなければならないこと

をくりかえし強調している。そしてこのような

人間の意図を反映させる概念としてプロジェク

トの概念を提示しているが，多くの実証研究で

は，操作上の困難から人間の内的側面を捨象す
５０） 

る傾向があるのは否定できなし】･

一方，第二の点に関しては，制約の存在は時

空間における物理的な障害というかたちで表現

されるとしても，その背景には技術や制度．,慣

習といった社会の在り方そのものに規定されて

いる面があり，またこのような社会の在り方自

体も人々の生活につれて変化していくものであ

るから，個人と社会とを切り離して考えるのは

あまりにも表面的である。したがって1980年代

になると，時間地理学は，時空間資源の配分を

めぐる社会工学的な応用から，個人と社会の弁

47）Burns,ＬＤ，mmqPo元a2io刀，T1B,，ZPo,zzムα"dSPatiaZCbmPo”e"灯ｑ／Accessi6iZ軸ＤＣＨｅａｔｈａｎｄＣｏ.,1979.
48）vanPaassen,Ｃ，‘Humangeographyintermsofexistentialanthropology'，町｡ＳｃハスＧＣＣ"・socGeqgｱ：６７，１９７６，

ｐｐ､324-331．Rose，Ｃ，‘ReflectionsonthenotionoftimeincorporatedinHagerstrand，stime-geographicmodelof 
society',町｡sch沢eco肱ｓｏｃＧｅＯｇ７:68,1977,pp43-50Thrift(1977),前掲18)。Ｐred（1977)，前掲34)。

49）Hdgerstrand，Ｔ，‘Space，timeandhumanconditions,(Karlqvist，Ａ、ｅｔａＬｅｄｓ.，Dymz”iCAZZOaz2io”ｑ′【〃6α刀
Ｓｐａｃｅ,SaxonHouse,1975),ｐｐ3-14. 

50）もっともこのような議論は主意主義と決定論の二元論の克服という人間行動を分析する際の大きな課題であり，たんに
時間地理学のみを批判の俎上にあげてすむ問題ではない。Rose，前掲48）は時間地理学と現象学的アプローチとの接合
を提唱しているが，必ずしも明快な説明が与えられているとは思われない。いずれにせよこのような批判の根底には，時
間地理学が時空間の利用と配分に関する社会的事象のすべてを解明できるものと過大な期待を抱く誤解があるように思わ
れる。

－５６－ 
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証法的な相互関係を強調することによって，一

種の社会の基底プロセスにも言及し得るアプロ

ーチとしての可能性を期待されるようになって
５１） 

し】〈。

このような新たな時間地理学の展開のひとつ

のきっかけとして，プレッド（Pred）の果たし

た役割は大きい。プレッドは1977年の論文で，

ヘーゲルストランドの時間地理学の内容や既往

研究の紹介をしたあと，時間地理学の概念が地

理学固有の枠組みとして人文地理学の幅広い分

野において大きな可能性を持っていると高く評

価し，今後の応用の可能性についていくつかの
５２） 

テーマを指摘した。また，1981年の論文でIま，

社会は人間の日常の時空間の利用に対して制約

を課す存在であると同時に，そうした人々の日

常生活によって社会が構成きれているとして，

生涯（life）パスー日常（daily）パス，外的（ex‐

temal）－内的（intemal）などの弁証法の総合に

よる個人と社会の相互関係を強調する方向を打
５３） 

ち出してし』る。これらのプレッド論文と前後し

て多様な時間地理学の展開が始まったといって
５４） 

も過言ではなし』が，さらに社会学者のギデンス

(Giddens）による構造化（structuration）理論の

影響が時間地理学の方向性に大きな示唆を与え

た。

ギデンスは，人間の行為と社会の構造との相

互規定的な関係から構造が逐一再生産されてい
５５） 

<とする社会構造理論を説明するな力国で，社会

活動を時間・空間的運動への統合として強調す

るヘーゲルストランドの定式化が，人間の時空

間内の行動のみならずより広い社会変動の問題

にも適用可能であることを述べている。つまり，

従来の社会理論では静態的なものと安定`性が等

置されてきたが，人間の行為と構造の相互作用

のパターンは時間の経過の中にしか存在しない

こと，また，構造は本来非空間的・非時間的で

あるから，特定の時代・場所に状況づけられた

時空間を舞台装置として初めて現前することな
５６） 

どの解釈力§示されたのであった。

このようなギデンスの「啓示」は，地理学に

とって活動の場（locale）としての空間の積極

的な意味づけをもたらし，地域独自の歴史（社

会の形成過程）に引きずられた場所への関心が
５７） 

強く意識されるようlこなった。そして空間と社

会との関係をめぐるいくつかの論点については，
５８） 

地理学者と社会学者力さそれぞれ検言寸した論文集

のなかで検討きれ，空間を単に社会生活が展開

される場であるとみるのではなく，むしろ，社

会関係が生産・再生産きれる媒体であるとの共

通の理解が得られている。

beginning，，Ｐｍｇ抗Ａｚ４ｍ・Geog〆５，１９８１，ｐｐ､277-286.51）Thrift,Ｎ､ＪａｎｄＰｒｅｄ，Ａ､,Ａ,，`Time-geography：anewbeginning，，Ｐｍｇ抗A…．Geog〆５，１９８１，ｐｐ277-286.
52）Ｐred（1977)，前掲34)。

53）Ｐred,Ａ,`Ofpathsandprojects：individualbehavioranditssocietalcontext'(Cox､RKandGolledge,Ｒ・eds，
ＢｅｈａｕｉｏｍＺＰｧＤ６ｋｍｓｉ〃ＧｅＯｇｍＰｈｙアセz,jSiZed,Methuen,1981),pp231-255（寺阪昭信監訳「空間と行動論一地理学に
おける行動論の諸問題一』，地人書房，1986,231-245頁)。なお，プレッド自身の研究は，個人のパスに社会の活動シス
テムが与えてきた影響の変遷をみることにより，産業革命以前から現代までの家族の役割や形態の変化を考察する社会史
的なテーマに接近していく。

54）櫛谷（前掲34)）によれば，そもそも時間地理学は，具体的に研究の目標を設定したり，それを明らかにするための枠
組みを示したりするものではないという。そしてこのことが，各研究者が自らの立場から時間地理学を咀噛し，独自のコ
ンテキストの中で展開するようになったことの理由であるとしている。

55）より一般的にいえば，機能主義や構造主義にみられる主体・客体の二元論と静的分析の限界を克服すべ<，独創的な理
論図式の提示を試みたということができよう。なお，ギデンスの社会理論を理解するには，邦訳書の訳者解説や今枝
（1990）などが参考になる。また，立岡（1990）はギデンスの社会理論の地理学化をプレヅドの一連の研究を参照にして
考察を試みており，今後の展開が期待される。Giddens,Ａ，Ｃｅ刀ＺｍＺＰｍ６比'７ｚｓｉ刀Soc2aZTheoひ：actio",Ｊ２ｒｚ`c〃だ

α"ｄｃｏ"tmdictio〃ｉ刀sociaZα"αbAsiS,MacMillan,１９７９（友松敏雄・今田高俊・森重雄訳「社会理論の最前線』，ハー
ベスト社，1989)。今枝法之『ギデンスと社会理論｣，日本経済評論社，1990・立岡裕士「Giddensの構造化理論と地理
学｣，日本地理学会予稿集38,1990,208-209頁。

56）Giddens,前掲55)，邦訳219-255頁。

57）Ｐred，Ａ､，‘Placeashistoricallycontingentprocess：structuratlonandthetime-geographyofbecomingplace＠ 
Ａｱ、ＡＳＳ.Ａｍｅ尻GeOg穴７４，１９８４，ｐｐ､279-297.

58）Gregory,ＤａｎｄＵｒｒｙ,Ｊｅｄｓ.,SOciaJRemZio酒α"‘ＳＰａＺｉａＪＳ２ｒ灘Ｃｆ…SMacMillan,1985.

－５７－ 
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次元を付加した時空間収支（space-timebudget）
６０） 

と呼ばれるものlこほかならない。しかしより本

質的には，人間の行動を離散的にではなく時間

の流れと空間の広がりの中で連続的に捉え，活

動の同期'性（synchronization）や同所性（syn‐

chorization）に注目することで，さまざまな時

間・空間スケールに対応した生活のパターンを

見いだす枠組みであるといってもよいだろう。

通勤や買物・余暇というようにこれまで断片

的にとりあげられてきた生活の諸相を一括して

捉え，日常生活の全体像を「目に見える」かた

ちで表記することができれば，そこに活動の時

機性や循環性・反復性などを見いだすことは困

難ではない。つまり人間行動を記述する言語と

して，集団や社会に共有きれた生活行動様式

(活動の配分様式）を，個別事例の一時的な観察

結果の集合から引き出す役割を時間地理学に期

待することができるのである。

都市研究とのかかわりでその適用を考えてみ

れば，第一に圏域概念の再検討の方向性が与え

られる。従来の圏域研究では，時間の価値を含

めた移動・輸送コストがさまざまな尺度の距離

逓増であるという前提のもとに，あるいは移動

の目的地を経験的に知ることによって，それぞ

れの活動に関する圏域があまり脈絡もなく空間

上に設定きれる傾向がみられた。これに対して

時間地理学は，生活時間の構造を明らかにして

活動パスを描くことによって，活動に与えられ

た時間枠にはそれぞれ固有の意味があり，それ

は単に経済的側面に限らず，日常生活の構成の

中での活動に対する負担の限界であることを明

らかにする。そしてこのような前提のもとで，

人はできるだけ合理的な行動を選択しようとし

Ｖ生活行動研究の視点

我々の基本的な関心は〉現代社会における生

活を，意志や感情を持ち，また，さまざまな社

会的な文脈の中で生きている人間の活動として

捉えることであり，本稿はそのための生活行動

分析の手がかりを見いだそうと試みるものであ

った。これまでの議論から，活動パターンの研

究は，第一に，人間の生活の表出である社会活

動を時間と空間がおりなす営みとして認識する

手段として，第二に，活動の配分が個人の価値

観を体現したものであり，それは都市化や産業

化といった近代化の過程を個人の身体上におい

て確認する作業として，それぞれにその意義を

見いだすことができよう。

ところで第一の観点は，単に活動の配列を列

挙するのみにとどまらず，その編成の様式は個

人をとりまく環境とのさまざまな相互作用によ

ってもたらされるものであるから，第二の観点

と接点を持つことは不可能ではない。いわば第

一は機能論的な視点に，第二は構造論的な視点

に立脚するものであるが，両者の歩み寄りの過

程が時間地理学の展開であったということもで

きよう。本章では，時間地理学をこのような視

点で捉え，それを今日的な状況に参照すること

によって我々がどのような視点を摂取できるか，

あるいは当面どのような観点を生活行動分析の

なかに織り込むことができるかなどの点につい
５９） 

て考察してみたし】。

（１）理念型を同定するためのパターン認識の

手段ここではまず，空間次元と時間次元を統

合した試みとして時間地理学を位置づけてみよ

う。それは，皮相的にいえば，時間収支に空間

59）以下に述べる議論は，機能主義や構造主義あるいは構造化理論などの社会理論の言説を十分ふまえたうえで検討されれ

ば，より明確な視点として整理することができよう。しかし筆者らにとって，哲学的・思想的な陸路に陥ってしまうこと

は本意ではないので，とりあえずここでは筆者らの問題意識を発露することにとどめ，如上の課題は今後の課題としてお

きたい。なお，さまざまな方法論の特徴を都市地理学研究に引きつけて展望したものとして，さしあたりHiromatsu

（1990）をあげておく。Hiromatsu，Ｓ,`Geographyandurbanethnicity：areviewessay'，Ragio"αZVYezus（駒沢大学

応用地理研究所）３，１９９０，ｐｐ133-147.

60）Anderson,前掲18)。

－５８－ 
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ていると仮定すれば，さまざまな行動圏を日常

生活の構成を軸にして関連づけることができよ

う。

第二に，第一にあげた方法の応用でもあるが，

施設配置の検討に貢献することができよう。個

人が施設を利用するにあたっては当該施設と利

用者との間にバンドルが形成されなければなら

ないが，そのためには利用者に付与きれた時間

枠と移動時間から設定されたプリズムの範囲で

施設へのアクセスが可能でなければならない。

その際，①移動手段のスピードアップによりプ

リズムの大きさを広げる，②活動主体の制約条

件を変更することによってプリズムを拡大・移

動する，③対象施設の有効時間帯をずらすこと

でプリズムの適合を図ろなどというように，バ

ンドルの形成に注目してさまざまな状況を想定

することができる。このような思考実験は，社

会施設や余暇施設の配置や運営を検討する際に

実務上有効な示唆を与えてくれよう。

（２）「制約」分析としての応用人間に否定

的に作用している制約を通して人間行動を捉え

るのが時間地理学のひとつの特徴であるが，第

二に，このような「制約」分析としての展望を

検討してみたい。なおここで括弧つきの制約と

記すのは，制約を時空間系における物理的な制

約のみに限定せずに，より広い文脈の制約をも

含意するためである。

生活行動の主体は，意思や感情を持ちさまざ

まな社会的文脈の中で活動する人間であるから，

その人間行動のどのような側面を照射するかに

よってアプローチの方法を分類することができ

る。例えばThrift（1981）は，個人の内生的な

過程を重視する立場を能動的（active）アプロ

ーチ，個人に対する外生的な制約を重視する立

場を受動的（reactive）アプローチと分類してお

り，それは，Anderson（1971）の表現によれば，

前者は人間の意思の積極的な働きかけを重視す

る（positive-determinants）アプローチであり，

後者は人間の意思の作用を消極的に捉える

(negative-determinants）アプローチということに
６１） 

)§ﾐる。

このように人間行動の捉え方を大きく二つに

分けたとき，時間地理学が外生的な制約を重視

する立場をとっていることはいうまでもない。

ただし外生的な制約をいう場合，物理的（ハー

ド）な環境のみに限らず，社会構造や制度を含

めたソフトな環境をもさす場合がある点は留意

すべきであり，「時間地理学は制約分析にすぎ

ない」とか，「物理主義的である」といった批

判は，多分に物理的な環境の制約を直感的に念

頭に置いた反応であると思われる。

ところで，空間行動研究において内生的な意

志決定過程を重視する研究としては，目的地の

規模や魅力などが提供する便益と移動のための

距離・時間・費用を勘案して，総合的な効用に

基づいて判断する効用アプローチを代表として

あげることができる。効用アプローチに対して

は，第一に，目的地の便益やそれに至るまでの

コストに関する客観的な事実が意思決定主体に

よって完全に把握されているのかという「完全

情報」の前提に対する批判，第二に，便益とコ

ストの勘案は意志決定に際しての判断材料を提

供することはできても，現実の行動では客観的

に把握された選択肢に対して主体の意思のみを

貫徹して選択を行なうことは可能であろうかと

いった，「自由」な意思決定に対する批判があ

る。

確かに，認知・選好モデルの導入により内的

過程をホワイトボックス化する努力や，意志決

定の不確実さを確率効用モデルによって補うな

どの試みがなきれているものの，基本的には効

用の認識を確認することができない以上，その

無限定な自由裁量にはある種の「危うさ」を払

拭することができない。

61）Thrift,前掲28)。Anderson,前掲18)。
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例えば自由裁量度の高い行動を対象として，

これに関わる意志決定のみを個別に検討するな

らば，それを主体的意志の表明であると認識す

ることができるかもしれない。けれども生活全

般を理解しようとするとき，実際の生活状況の

中で主観の表明としての「自由」な意志決定が

可能となる場面が無限定に存在するであろうか。

もし留保条件のもとでの効用をさすならば，最

初から制約を念頭において，制約下における行

動の自由度を論じた方が現実的である。つまり，

人々が実際にしていることや，しようと思って

いることではなく，する自由があること，ある

いはあるべきことが起こらないことを理解する

方が実りが多いのではなかろうか。

例えば，都市における生活の質やアメニテイ

ーといった概念は，抽象的には理解されていて

も，本来的には個人個人の主観の表明であるか

ら，それを客観的に認識した社会集団の集計的

な価値基準として操作化することは困難をとも

なう。そこで，個人の欲求を実現させる可能性

を人々に与えるように努めること，すなわち，

より多くの選択の機会を人々に与え，それを公

平に配分することにより，個人が諸活動に参加

したりしなかったりする自由を保証することが

生活の質やアメニテイの必要条件であると認識

すれば，都市計画をはじめとする公共政策の現

実的な目標が与えられる。

障害者や貧困者・高齢者などの社会的弱者の

権利を保障する一環として，彼らの諸活動への

アクセスがどのように制限されているのかを理

解し，あるいは少数民族や女性など伝統的に社

会から遠ざけられてきたグループに社会参加の

機会を与えるためには，彼らの現実にはどのよ

うな制約が横たわっているのかを理解すること

によって，制度や`慣習などの社会規範や施設の

改善など，社会環境を変革する施策を講じるこ

とができよう。

（３）個人の行動から社会を透視する試み以

上のように，時間地理学に用意きれた用語や諸

概念を行動表記のためのテクニックとして利用

することの可能性は豊かであり，また制約を中

心として人間行動を捉えなおすことは，実務上

の要請に新たな視点を提供することができる。

しかしながら，用語や概念はある種の問題意識

のもとに提起きれるのであるから，時間地理学

の可能性をこのような側面に限定するのは皮相

的である。そこで第三の視点として，個人と社

会を媒介する枠組みとして時間地理学を捉えて

みたい。

Thrift（1983）は，方法論を構成的（compo‐

sitional）アプローチと文脈的（contextual）アブ
６２） 

ローチの二つに分類している。前者Iま，全体を

いったん要素に分解しさらにそれを再統合する

ことにより全体を構成するものであり，自然科

学に代表きれる実証主義的なアプローチに主と

して採用きれている。

確かに，人間生活の特定の活動だけを取り出

せば個々の活動を独立して考察することができ，

言らには人の移動や活動を消費された延べ時間

やトリップの距離・頻度などの尺度に還元する

ことで分析の精級化をはかることができよう。

しかしながら，生活とはそのように断片化され

た活動の和集合では決してないことはいうまで

もないし，また，断片化された表層のみに注目

することで後景の構造を見失なえば，そこから

は社会に対する深い洞察や批判的な観点は何も

生まれず，現状肯定的な議論に陥る危険性があ

る。

一方，後者のアプローチは，人間の活動を時

空間において状況づけられた一連のできごとと

認識し，活動のつながりや連続`性，他の人や事

物との関係において人間の活動を「理解」しよ

うとする。他者や事物との関係は，これらとの

間における社会的合意に基づいて調整きれるわ

;paceandtime'，Ｅ花ui7wz・ＰＺｍｚ刀．Ｄ１，１９８３，ｐｐ､23-58.62）Thrift,Ｎ､Ｊ,，'Onthedeterminationofsocial aｃｔｉｏｎｉｎｓｐａｃｅａｎｄ 

－６０－ 



都市における生活行動研究の視点（川口・神谷） 365 

約概念を提示したが，このうち移動能力の制約

(capabilityconstraints）が強調される傾向は否定

できないし，また，人間をとりまく制約を分類

する上で，この３種だけで十分かどうかという

点にも検討の余地が残されている。このために

は，制度や慣習・規範，世帯員や活動グループ

間での取引関係，施設のサービス提供時間の情

報など，広義の制約として包摂されるであろう

ものが意味するところを，社会の意図や矛盾の

表出としてひとつひとつ解きほぐしていく作業

が必要である。また制約は，たとえその形態が

ざまざまであったとしても，個人の活動を制限

するものであるから，制約という武器を掌握す

る権力を個人や集団が奪い合うというように社

会を認識することも可能であろう。したがって

活動パターン研究において，諸制約がどのよう

な主体によってどのような形態で個人の行動を

制限しているのかを明らかにすることは，社会

に対する理解を深める一助となり得るだろう。

一方，「人は何のために活動しているのか」

ということに関し，ざまざまな側面をみたもの

がプロジェクトの概念であり，それは活動を目

的に応じて分類することで整理きれる。従来，

ざまざまな生活行動の分析において活動の分類

が大きな焦点となってきた。それぞれの活動が

どのような意味を持っているかを明らかにする

ことは，ざまざまな人間行動を研究する際の出

発点となっており，逆にいえば，それぞれの研

究の視点は活動の分類に集約きれているといっ

てもよい。

例えば，労働（生産活動）と非労働（再生産活

動）という活動の大きなカテゴリーは，マルク

ス主義の立場から生産様式の定義にしたがって

活動を分類したものである。しかし現代のよう

に活動が多様化してくると，生産一再生産の軸

では必ずしも捉えきれない余暇（自由）活動な

どの重要`性が増すとともに，一つの活動がいろ

いろな意味を持っているかのような場合が想定

けであるから，つきつめれば個人と社会との関

係を見通していることにほかならない。個人も

しくは社会集団と社会構造や社会環境の関係は，

前者の行動が後者によって規定されると同時に，

この反作用として前者の運動が後者の変革をも

たらすこともあるから，両者は相互依存の関係

にあり，したがってすぐれた動態的な視点を見

いだすことができる。

このような視点から，時間地理学には，環境

と人間の相互関係を把握することによって社会

の基底プロセスにも考察を及ぼす方向`性が観念

的には提示される。けれども，実際の分析の中

でこのような視点を生かすことは必ずしも容易

ではない。そこで個人と社会の相互作用のひと

つの局面として，観察きれた行動の背後に隠さ

れた制約を「読む」ことにより，その制約を生

み出している地域的・時代的な社会的背景を理

解することで，生活行動の分析から全体社会や

地域社会を逆照射する方途も考えられよう。

例えば既婚女性の社会進出を考えた場合，当

事者は社会参加への強い意欲をもっていたとし

ても，現実にはそれを断念したり劣位な条件で

妥協せざるを得ないし，たとえそれが可能とな

ったとしても，本人はもとより家族のそれぞれ

にさまざまなしわ寄せをもたらしている。この

ような現状が時空問上のパターンとして確認さ

れ，その制約を特定することができれば，個人

の意図を制限している社会的な要因，例えば主

婦を家庭の中に固定化しようとする男女の役割

分担や子育てへの役割期待の構造，あるいは子

供をもつ母親の社会参加を支援する施設やシス

テムの不均等な構造などを見通すことは，そう

困難なことではなかろう。こうした視点が時間

地理学によってのみ，もたらされるとは決して

いえないが，少なくとも前述してきたような時

間地理学の問題意識は，このような視点を醸成

するといっても言い過ぎではなかろう。

周知のようにへ_ゲルストランドは３種の制

－６１－ 
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され，活動の同定はさらに困難になっている。

したがって，我々にとってプロジェクトのベク

トルを分解し整理することがまず先決であり，

そのためには，綿密な調査に基づいて活動の本

質的な意味を掘り下げてみることが必要とされ

ている。

て容易ではない。しかし，「我々にとって最も

重要なものごとの様態はその単純ざと平凡ざに

よって隠きれている。それがいつも眼前にある

から人々はそのことに気がつかない。平凡なこ

と，日常的なもの，こうした事柄を注視しなけ

ればならない。舞台だけでなく，舞台とともに

舞台裏を見なければならない。仮面を見るとと

もに，仮面をはぎとって素顔を見ることが必要
６３） 

なのだ（ウイトゲンシュタイン)｣。

我々のまわりでごく当り前と考えられている

ことすら理解できなければ，日常から遠くはな

れた異文化のことを理解することはとうてい困

難である。地理学がこうした疑問に答えようと

する努力を失なってはならないと思う。筆者ら

は，日常生活の中に埋没している「舞台裏」や

｢素顔」を覗く方法として時間地理学の可能`性

に期待している。

Ⅵおわりに

一見豊かさに満ちているように見える現代に

生きる人々の活動も，時間という視点を導入す

ればその日常生活がきわめて貧困な状態に置か

れていることが判明する。このような時間窮乏

化を経済学的に説明することは可能であり，そ

れは経済発展が時間窮乏化をもたらすといった

図式によって説明される。しかし我々は，時間

窮乏化が経済学的に合理的な行動様式の結末で

あるといわれても，忙しい生活をなんとかした

いと思っている。我々は現状の時間窮乏化に強

い不満を抱いているけれども，かといって経済

発展そのものを否定するつもりはない。むしろ，

時間窮乏化の進展の結果，現代に生きる人々の

生活がどのような問題状況に置かれているのか

を解明し，経済学的でないアプローチによって

その解決策を模索していきたいと考えている。

「人はどのように生活しているのだろうか」

という素朴な疑問に解答を見いだすことは決し
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humanactivityspace，andformtheso-called‘humanactivitypattern，、Herewetenta‐

tivelysubdividedtheresearchesonhumanactivityintothreecategories：Ｌｅ．‘time 

budgetandallocationstudy，whichhighlightsthetimedimensioｎｏｆｈｕｍａｎａｃｔｉｖｉｔｙ； 
`spatialbehaviorstudy，whichemphasizesthespatialchoice；ａｎｄ‘transportationstudy, 
whichpaysspecialattentiontothehumantravelpattern・Butthesethreetypesofstu‐
diesareintricatelyentangledwitｈｅａｃｈｏｔｈｅｒａｎｄｓｈｏｕｌｄｂｅｔｒｅａｔｅｄａｓawholeThere‐ 

fore，inthisreviewessay，ｗｅｔｒｙｔｏｕｎｄｅｒｓｔａｎｄｅａｃｈｏｆｔｈｅｓｅｓｔuｄｉｅｓｉｎｉｔｓｏｗｎｒｅ‐ 

searchcontextandexaminehowotheｒｔｗｏｔｙｐｅｓｏｆｓｔｕｄｉｅｓｃｏｕｌｄｂｅｅｖａｌｕａｔｅｄｉｎｔｈａｔ 

ｃｏｎｔｅｘｔ 

ＯｕｒｖｉｅｗｐｏｉｎｔｉsbrieHyexplainedinChapterOne，andinthefollowingchapter，we 
reviewthetimebudgetandallocationstudiesinsociology，homeeconomicsandmicro‐ 
economicswhichtreatthetimedimensionofhumanactivity、Basically，thesestudies

treatthetimeallocatlonsimplybetweenproductionandconsumptionwithin24hours， 

andtendtobestaticanalyses、

InChapterThree，wetracehumanactivitypatternstudymurbanplanning，human 

geographyandtransportationstudies・Thesestudiestrytoanswerthequestion，‘what
activitiesdopeopleengagein，ａｎｄｗｈｙ？，Therecentfrontierofthisresearchinterestis 

modellingofpeople，schoiceofactivitieswithintheconstrainedchoicesettings・Ｃｕr‐

rently，ｒｅｓｅａｒｃｈｆｏｃｉａｒｅｏｎｔｈｅｄｙｎａｍｉｃｓｏｆactivitypatternchangeinthelong-termand 
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